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石岡市

石岡市長 久保田 健一郎

市政運営の基本的な考え

　市の活力の源泉は「人」です。しかし、当市
では平成17年の合併時から人口が２千人以上
減少し、特に若い世代の転出が多くなっていま
す。今後、少子高齢化の進行とともに生産年齢
人口の減少が見込まれ、市の活力維持を図る上
では喫緊の課題です。
　また、長引く不況によって、市内では撤退し
たり倒産した企業があるほか、農業など各産業
における原発事故の風評被害も、まだ完全には
払しょくされていません。
　このような現状に対し、当市はこれまで、子
育て世代を応援するために学童保育、マル福、
予防接種の各事業を拡大したほか、木の住まい
助成事業など、定住を促進する事業を実施して
きました。
　また、雇用の創出に関して、新たに柏原工業
団地に企業２社を誘致したほか、４社の増設を
実現しています。さらに、風評被害の払しょく
については、その一助となるよう市産品を使っ
たオリジナルスイーツブランド「いしおかサン
ド」を創作しています。これからも、東日本大
震災からの復興とあわせて、市の活力維持・向
上にむけ全力を傾注していきます。
　昨年、当市は「誰もが いきいきと暮らし 輝
くまち」という将来像を掲げた『石岡かがやき
ビジョン』と、具体的な行動計画である『石岡
かがやきプラン』を策定しました。そして、将
来像を実現するための取り組みとして「子ども
が輝く」「働く世代が輝く」「高齢者が輝く」「ま
ちが輝く」という四つのテーマを設け、限りあ
る財源の中で、より効果的な施策を展開してき
たところです。新年度においても、この四つの
テーマに重点を置き、その実現を図るための九
つのリーディングプロジェクトを進めていき
ます。（各リーディングプロジェクトの内容は、
次ページ以降を参照）
　なお、「行財政改革」と「協働のまちづくり」
は、市の施策すべてで取り組む共通テーマです。
行財政改革は、日常業務の中で絶えず取り組み
を続けていくべきものと考えております。また、
協働のまちづくりについては、これまでの協働
事業の活動の中で、より一層、市民との協働へ
の理解を深めながら、まちの将来像の実現を目
指して行きます。
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働
く
世
代
の
定
住
化
に
向
け
て
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
や
地
場
産
業
の
充
実
な
ど
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
す
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市

民
誰
も
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に
過
ご
せ
る
環
境
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
九
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
掲
げ
た
各
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
や
自
然
な

ど
当
市
の
財
産
を
内
外
に
発
信
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
っ
て
魅
力
あ

ふ
れ
る
輝
く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
や
子
育
て
に
要

す
る
費
用
の
支
援
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
ず

「
予
防
接
種
事
業
」
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
加

え
、
新
た
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

接
種
に
助
成
を
行
い
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
「
放
課
後
児
童
対
策
事
業
」

と
し
て
、
新
た
に
２
校
で
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
、
市
内
全
小
学
校
で
実

児
童
・
生
徒
が
健
や
か
に
育
ち
、

豊
か
な
心
と
生
き
る
力
、
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ま
ず
「
小
中
学
校
空
調
整
備
事

業
」
と
し
て
各
学
校
の
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

普
通
教
室
に
も
導
入
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
「
語
学
指
導
事
業
」
で
は
、

英
語
指
導
助
手
を
２
人
増
員
し
て
10

人
と
し
、指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
安
全
・
安
心
な
通
学
支

援
」
で
は
、
統
合
校
と
し
て
新
た
に

開
校
す
る
八
郷
中
学
校
の
通
学
路
の

危
険
箇
所
見
守
り
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
街
路
灯
を
重
点
的
に
設
置
し

て
通
学
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

充
実
し
た
広
域
交
通
体
系
や
各
種

の
優
遇
制
度
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
企
業
誘
致

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
働
く
世
代
の
居
住
支
援
」

と
し
て
、
市
内
在
住
者
や
、
市
外
か

ら
転
入
す
る
子
育
て
世
帯
が
木
造
住

宅
を
建
築
す
る
場
合
、
建
築
費
用
の

か
つ
て
商
業
の
中
心
と
し
て
栄

え
た
当
市
の
中
心
市
街
地
は
、
郊
外

へ
の
大
型
商
業
施
設
の
立
地
や
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
空
き
店

舗
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、「
石
岡

誰
も
が 
い
き
い
き
と
暮
ら
し 

　
　
　
　
　
　
輝
く
ま
ち
を
目
指
し
て

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
し
ま
す
。

さ
ら
に
「
医
療
福
祉
費
単
独
事

業
」（
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
の

入
院
に
か
か
る
保
険
診
療
の
一
部
自

己
負
担
額
を
助
成
し
、
ま
た
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
第
３
子
以

降
の
児
童
を
対
象
に
、
入
院
の
他
、

外
来
・
調
剤
に
か
か
る
医
療
費
に
つ

い
て
も
助
成
す
る
も
の
）
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
育
環
境
充
実

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

予
防
接
種
事
業
（
水
痘
・
お
た
ふ

く
か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
）

　
　
　
　
　
　
　

１
２
１
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
２
１
０
万
円

放
課
後
児
童
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
８
９
２
万
円

市
の
支
出　
　
　

４
７
８
１
万
円

県
の
支
出　
　
　

４
０
１
３
万
円

保
護
者
負
担
金　

２
０
９
８
万
円

医
療
福
祉
費
単
独
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
４
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

３
２
４
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

小
中
学
校
空
調
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
３
万
円

国
の
支
出　
　
　

１
４
８
３
万
円

語
学
指
導
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
５
２
８
万
円

市
の
支
出　
　
　

２
８
５
６
万
円

県
の
支
出　
　
　
　

６
７
２
万
円

安
全
・
安
心
な
通
学
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
６
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

３
３
６
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
　
　

13
億
８
１
１
０
万
円

市
の
支
出　

７
億
６
０
６
４
万
円

国
の
支
出　

６
億
２
０
４
６
万
円

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
９
５
４
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
９
５
４
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

平成　　年度 予算特集

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

充
実
し
た
優
遇
制
度
と
企
業
活
動

へ
の
支
援

・
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

３
年
間
免
除

・
法
人
事
業
税
（
３
年
間
）
と
不

動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
（
県
実

施
事
業
）

・
市
民
を
従
業
員
と
し
て
５
人
以

上
雇
用
す
る
と
１
人
に
つ
き
10
万

円
／
年
を
最
大
３
年
間
補
助
（
中

小
企
業
は
３
人
）

・
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
環
境
施

事
業
名
・
財
源
な
ど

設
・
緑
地
面
積
率
の
緩
和

・
企
業
情
報
発
信
や
求
人
情
報
提

供
を
サ
ポ
ー
ト

・
各
種
法
令
へ
の
対
応
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

・
従
業
者
へ
の
居
住
サ
ポ
ー
ト

就
職
支
援
事
業　
　
　
　

74
万
円

市
の
支
出　
　
　
　
　
　

74
万
円

働
く
世
代
の
居
住
支
援

　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
１
０
０
万
円

国
の
支
出　
　
　
　

５
０
０
万
円

一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
市
外
か
ら

転
入
す
る
45
歳
以
下
の
人
が
住
宅
を

建
築
す
る
際
、
建
築
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
「
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事

業
」
も
新
た
に
実
施
し
、
定
住
人
口

の
増
加
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
就
職
支
援
事
業
」
と
し

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
管
内
の
企
業

と
学
卒
者
な
ど
を
対
象
に
就
職
相
談

会
お
よ
び
面
接
会
を
開
催
し
、
参
加

企
業
の
Ｐ
Ｒ
と
雇
用
機
会
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

駅
周
辺
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
今

年
度
中
に
東
西
自
由
通
路
と
駅
舎
橋

上
化
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
」
で
は
、
新
規
に
出
店
す
る
人
々

へ
の
支
援
を
継
続
し
、
新
た
な
魅

力
・
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
よ
っ
て
、
活
性
化
に
向
け

た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
機
運
醸
成

を
図
り
ま
す
。

  市立南小学校の学童保育

 ４月開校の市立八郷中学校

  増員する英語指導助手

  昨年実施した石岡市・小美玉市就職面接会

  新しくなるＪＲ石岡駅のイメージ図

  まちづくり市民セミナーの様子

  充実した優遇制度により企業誘致を図っている柏原工業団地
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当
市
は
、
豊
か
で
広
大
な
農
地

と
、
大
都
市
近
郊
と
い
う
立
地
を
生

か
し
、
首
都
圏
で
評
価
の
高
い
農
産

物
を
産
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

最
大
限
に
活
用
し
、
持
続
的
な
発
展

を
図
る
た
め
「
農
力
ア
ッ
プ
推
進
事

業
」
と
し
て
、
生
産
物
の
流
通
促
進

や
加
工
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
農
人
口
の

減
少
は
地
域
社
会
の
活
力
低
下
な
ど

地
域
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
「
新
規
就
農
者
支
援
対
策
経
費
」

と
し
て
、
新
規
就
農
（
林
）
者
が
新

た
に
空
き
家
を
賃
借
し
て
改
修
を
実

施
す
る
際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
新

長
寿
社
会
と
な
っ
た
今
、
高
齢

者
が
人
生
の
中
で
培
っ
て
き
た
知
識

や
経
験
を
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
市
で
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
、
体
力
に
応
じ
た
社
会
参

加
の
環
境
を
整
え
、
高
齢
者
が
様
々

な
交
流
に
よ
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

の
普
及
推
進
」
で
は
、
県
と
連
携
し

て
、
地
域
の
高
齢
者
を
３
級
シ
ル
バ

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
と
し
て
養

成
す
る
と
と
も
に
、
指
導
士
の
活
動

先
の
東
日
本
大
震
災
や
近
年
の

台
風
、
集
中
豪
雨
の
発
生
な
ど
に
よ

り
、
日
常
に
お
け
る
安
全
へ
の
備
え

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
市
で
は
、
市
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
防
災
や

防
犯
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
ず
「
防
災
対
策
事
業
」
で
は
、

地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
自
主
防
災

組
織
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
市
民
や
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

ま
た
「
安
全
・
安
心
な
道
路
の

整
備
」
で
は
、
震
災
の
影
響
で
補
修

の
必
要
が
あ
る
道
路
の
復
旧
や
、
生

活
道
路
の
改
良
を
重
点
的
に
実
施
す

る
ほ
か
、
狭
い
道
路
の
一
部
に
待
避

所
を
設
け
、
防
災
性
に
優
れ
た
安
全

な
住
宅
市
街
地
の
形
成
と
居
住
環
境

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
防
災
無
線
整
備
事
業
」

で
は
、
平
成
26
年
度
に
か
け
て
石
岡
地

区
に
防
災
行
政
無
線
を
設
置
し
ま
す
。

当
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史

的
建
造
物
な
ど
多
く
の
景
観
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

活
用
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
魅
力
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
支
援
」
で
は
、
新
た
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
助

成
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推

進
事
業
」
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
助

朝
日
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は

格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。
当
市
で
は

「
朝
日
ト
ン
ネ
ル
を
活
か
し
た
観
光

振
興
」
と
し
て
、
四
季
折
々
の
花
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
茨
城
県

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
園
内
に
展
望
塔
ま

で
の
周
遊
路
を
整
備
す
る
ほ
か
、
果

樹
狩
り
な
ど
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
た

め
に
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
受
け
入
れ

農
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

３
４
３
万
円

新
規
就
農
者
支
援
対
策
経
費

　
　
　
　
　
　
　

２
４
４
５
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

１
９
５
万
円

国
の
支
出　
　
　

２
２
５
０
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及

推
進　
　
　
　
　
　

１
７
６
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

１
７
６
万
円

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
３
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

１
１
５
万
円

参
加
者
負
担
金　
　
　
　

18
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

景
観
向
上
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　

３
１
１
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
０
９
０
万
円

県
の
支
出　
　
　

２
０
２
０
万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援

　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
０
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

９
０
０
万
円

国
の
支
出　
　
　
　

１
５
０
万
円

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
３
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

２
１
３
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

い
し
お
か
の
魅
力
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
１
１
８
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
１
１
８
万
円

朝
日
ト
ン
ネ
ル
を
活
か
し
た
観
光

振
興

　
　
　
　
　
　
　

６
５
４
１
万
円

市
の
支
出　
　
　

６
５
４
１
万
円

戦
略
的
な
情
報
発
信

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
７
万
円

市
の
支
出　
　
　

１
２
０
７
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど

防
災
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　

３
億
４
３
４
６
万
円

市
の
支
出　

３
億
４
３
４
６
万
円

防
災
対
策
事
業　
　

３
５
１
万
円

市
の
支
出　
　
　
　

３
５
１
万
円

安
全
・
安
心
な
道
路
の
整
備　
　

　
　
　
　
　

１
億
８
０
０
０
万
円

市
の
支
出　
　
　

２
０
０
０
万
円

国
の
支
出　

１
億
６
０
０
０
万
円

事
業
名
・
財
源
な
ど
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市
民
と
行
政
と
が
、
お
互
い
の
思

い
を
重
ね
、
相
互
協
力
を
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

共
感
・
共
鳴
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
確
立
す
る
た
め
、
事
業
を

展
開
す
る
う
え
で
、
常
に
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
、
ひ
ざ
を

交
え
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
し
合
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
市
民
が
市
民
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た

　  
農
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
齢
者
い
き
い
き

　  

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　   

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
市
民

の
手
で
行
う
介
護
予
防
と
、
生
き
が

い
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の

開
催
に
よ
っ
て
、
気
軽
に
運
動
で
き

る
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

運
動
の
重
要
性
や
楽
し
さ
へ
の
気
づ

き
を
促
し
ま
す
。

景
観
向
上
・
保
全

　  

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
・
交
流
活
性
化

　  

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
う
と
と
も
に
情
報
戦

略
指
針
な
ど
を
作
成
し
、
効
果
的
な

情
報
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
い
し
お
か
の
魅
力
創

造
事
業
」
を
昨
年
に
引
き
続
い
て
実

施
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
っ
て
当
市
農
産
物
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
環
境
へ
の

配
慮
と
と
も
に
市
民
の
意
識
高
揚
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

共
通
テ
ー
マ

た
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規

就
農
（
林
）
者
の
定
住
促
進
を
図
り

ま
す
。

  ウォーキング大会の様子

  高浜地区の自主防災訓練

  豊かな自然に恵まれた上青柳地区

  オリジナルスイーツブランド「いしおかサンド」の新作発表会

  周遊路などを整備する県フラワーパーク

  市民協働による柏原サッカー場の芝生の移植

  ＪＲ上野駅での石岡市産の野菜販売

  防災行政無線の
　　　  屋外拡声子局

4　５
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一般会計 支出
286億5,000万円

一
般
会
計

予
算
総
額
２
８
６
億
５
０
０
０
万
円

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
度
と
比
べ

２
億
３
０
０
０
万
円
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
東
小
学
校
の
改
築
や
八
郷
中
学
校
建
設
な
ど
が

終
了
し
、
教
育
関
係
の
経
費
が
13
億
５
６
０
０
万
円

減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、
昨
年
度
14
億
８
８
０
０
万
円

を
計
上
し
た
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
経
費
が
朝
日
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
大
き
く
減
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
、
総
額
の
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
は
今
年
度
も
、
震
災
か
ら
の
復
興
、

そ
し
て
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
事
業
や
、
国
の
復

興
関
係
の
交
付
金
を
主
な
財
源
と
す
る
道
路
新
設
改

良
関
係
に
積
極
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
の
う
ち
、
自
主
財
源
（
市
が
独
自

に
調
達
す
る
財
源
。
市
税
や
使
用
料
な
ど
）
は
全
体

の
44
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財

源
。
地
方
交
付
税
交
付
金
や
国
県
支
出
金
な
ど
）
は

56
％
で
、
自
主
財
源
が
昨
年
度
よ
り
３
・
８
ポ
イ
ン

ト
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
石
岡
駅
橋
上
化
、
ま

た
、
防
災
無
線
の
整
備
な
ど
を
行
う
に
あ
た
り
、
基

金
を
12
億
７
４
０
０
万
円
取
り
崩
し
て
予
算
に
繰
り

入
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
、
そ
し
て
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、
市
は
今
年
度
、

総
額
２
８
６
億
５
０
０
０
万
円
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り

効
率
的
、
効
果
的
に
執
行
す
る
こ
と
で
、
予
算
額
以
上
の
成
果
を
挙
げ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
「
扶
助
費
」
は
昨
年
度
よ
り
１
億
１
３
０
０
万
円
の
増
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
が
い
者
自
立
支
援
関
係
の
法
改
正
に
よ

り
給
付
対
象
が
拡
大
し
た
こ
と
や
、
マ
ル
福
の
増
が
主
な
理
由

で
す
。

　
「
人
件
費
」
は
、
昨
年
度
よ
り
１
億
４
５
０
０
万
円
多
く
計

上
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
選

挙
の
時
間
外
手
当
や
、
職
員
数
の
増
（
今
年
度
末
の
定
年
退

職
者
は
約
40
人
に
の
ぼ
り
、
単
一
年
度
で
の
補
充
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
人
数
を
確
保
し
た
も
の
）
な

ど
が
主
な
理
由
で
す
。
た
だ
し
、
職
員
数
は
合
併
時
と
比
べ

て
約
１
０
０
人
（
予
算
に
し
て
約
９
億
円
）
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
物
件
費
」
は
、
昨
年
度
よ
り
２
億
７
０
０
万
円
増
額
し
ま

し
た
。
三
つ
の
選
挙
に
係
る
支
出
や
、
市
立
学
校
施
設
等
の

非
構
造
部
材
（
天
井
や
窓
、
照
明
な
ど
）
の
安
全
性
確
認
の

調
査
、
ま
た
、
八
郷
中
学
校
の
通
学
バ
ス
運
転
業
務
委
託
な

ど
が
、
増
の
主
な
理
由
で
す
。

　
「
普
通
建
設
事
業
」
は
、
今
年
度
も
石
岡
駅
舎
の
工
事
や
道

路
の
新
設
・
改
良
に
厚
い
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
東
小
学

校
改
築
や
八
郷
中
学
校
建
設
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
整
備
な
ど
が
終

了
し
た
た
め
、
昨
年
度
比
10
億
４
１
０
０
万
円
（
23
・
３
％
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆収入◆

市税…市民から納めていただく市の税金です。市民税や固
定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税などです。
分担金及び負担金…市特定の事業の財源として、その事業
により利益を受ける個人や団体に支払っていただくもので
す。保育所運営負担金や児童クラブ保護者負担金などです。
使用料及び手数料…使用料は、市の施設などを使用・利用
した人に支払っていただくもので、市営住宅や運動公園、
公民館などの使用料です。
寄附金…ふるさとづくり寄附など、個人や団体からいただ
く寄附です。
繰入金…一般会計、特別会計、基金などの間で行うお金の

移動のことで、他の会計からの繰入れのほか、基金を取り
崩して繰入れる場合もあります。
諸収入…他の科目に含まれない収入をまとめたものです。
市税などの延滞金などです。
地方交付税…すべての地方公共団体が、一定水準のサービ
スを提供できるように国から交付される税です。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する
支出金です。
市債…市が国や民間金融機関などから長期的
に借り入れる資金のことです。市では、将来
の財政負担が大きくならないよう計画的に借
り入れを行っています。

支
　
出

性 

質 

別 

グ 

ラ 

フ

収
　
入

性 

質 

別 

グ 

ラ 

フ

支　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費（1.0%）　
2 億 9,125 万 5 千円

　民生費（33.7%）　
96億4,274万4千円

衛生費（9.0%）
25億7,887万1千円

労働費（0.1% 未満）
159 万 8千円 農林水産業費（3.9%）

11億1,957万9千円
商工費（2.1%）　

5億 8,982 万3千円

　土木費（15.6%）　
44億6,568万7千円

消防費（5.9%）
17億304 万5千円

教育費（9.6%）
27億3,942万3千円

諸支出金（0.2%）
5,053万8千円

公債費（10.8%）
31億163 万5千円

災害復旧費（0.1%未満）
6千円

予備費（0.1%）
3,000万円

◆性質別分類◆　市の経費を、経済的性質に着目して分類

したもので、大きく分けて義務的経費・投資的経費・その

他の経費に分類されます。さらにその中で、人件費・物件

費・維持補修費・扶助費・普通建設事業費・公債費などに

分類されます。

扶助費…生活保護費、児童手当、老人福祉費など
人件費…職員の給与や共済費、議会議員の報酬など
物件費…消費的性質を持つ経費で、委託料や賃借料など
普通建設事業費…道路、学校、公園など各種公共施設の新
増設事業など
補助費等…各種団体への助成金や一部事務組合への負担金
など

◆目的別分類◆　経費を達成しようとする行政目的に応じ

て区分したものです。

総務費…市組織の運営、徴税、戸籍、統計、選挙など。
民生費…児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など。
衛生費…母子保健、廃棄物処理、公害対策など
労働費…労働者福祉・支援などの経費
農林水産業費…農業振興、林業振興など
商工費…商工業振興、観光振興など
土木費…道路、公園、市営住宅などの整備や維持補修など
消防費…火災、風水害、地震などから市民を守る経費
教育費…学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など
公債費…借り入れた市債の元金の返済や利子の支払いなど
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源

自

財

主

源

依

財

存

一般会計 収入
286億5,000万円

一般会計

収 入

市税
96億6,662 万7千円

（33.7%）

繰入金（4.5%）
    13 億 288 万 9 千円

諸収入（2.4%）
   6 億 7,590 万 9 千円

分担金及び負担金（1.4%）
　　   3 億 8,771 万 4 千円

繰越金 3 億円（1.0%）

使用料及び手数料 

                    2 億 6,019 万 7 千円（0.9%）
財産収入　  2,266 万５千円（0.1% 未満）
寄附金　            10 万８千円（0.1% 未満）

地方交付税
57 億 6,000 万円

（20.1%）
国庫支出金
40 億 8,525万3千円

（14.3%）

市債（10.8%）
30 億 9,460 万円

県支出金（6.1%）
17 億 4,383 万 8 千円

地方消費税交付金（2.4%）
6 億 9,010 万円

地方譲与税（1.4%）
4 億 1,170 万円

自動車取得税交付金　　　9,800 万円（0.3%）
ゴルフ場利用税交付金　　6,870 万円（0.2%）
地方特例交付金　　　　　2,860 万円（0.1% 未満）
利子割交付金　　　　　　2,000 万円（0.1% 未満）
配当割交付金　　　　　　1,950 万円（0.1% 未満）
交通安全対策特別交付金　1,220 万円（0.1% 未満）
株式等譲渡所得割交付金　   140 万円（0.1% 未満）

扶助費
56億8,422 万9千円

（19.9%）

人件費
53億8,426 万8千円

（18.8%）

物件費　
38億7,334万3千円

（13.5%）

繰出金　
34億3,904 万1千円

（12.0%）

普通建設事業費　
34億3,525 万9千円

（12.0%）

補助費等　
32億7,103万3千円

（11.4%）

公債費　
31億 86 万円
（10.8%）

維持補修費（1.1%）　
3 億 1,252 万 7 千円

一般会計

支 出

貸付金　　6,719 万 6 千円（0.2%）
積立金　　5,053 万 8 千円（0.2%）
投資・出資金　　170 万円（0.1% 未満）
災害復旧費  　          6 千円（0.1% 未満）
予備費　 　　　3,000 万円（0.1%）

総務費（8.1%）
23億3,579万6千円

用
語
の
説
明
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● 簡易水道事業特別会計

3億 7,542万 7千円（61.8％）
　三村地区（一部を除く）へ、
生活用水などを供給していま
す。現在、28 年度の湖北水道
企業団との統合に向け、配水管
を整備しています。
● 駐車場特別会計

2,139 万円（9.6％）
　石岡駅周辺の駐車場の維持管
理を行っています。
● 農業集落排水事業特別会計

3億8,556 万3千円（16.0％）
　出し山、関川、東成井、石岡
西部などの各地区施設の維持管
理や、恋瀬地区の整備事業など
を行います。
● 霊園事業特別会計

1,798 万 2 千円（5.1％）
　龍神山と半ノ木の市営霊園の
維持管理を行っています。
● 介護サービス事業特別会計

2 億 8,514 万 7 千円（△ 2.6％）
　特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、包括支
援センターが行う介護予防支援
に係る経費です。
● 後期高齢者医療特別会計

6 億 9,110 万 5 千円（6.3％）
　75 歳以上の人と、65 歳以上
で一定の障がいがある人は、医
療の給付を受けられます。制度
の運営は茨城県後期高齢者医療
広域連合が行い、市は保険料の
徴収や窓口業務を行っています。

し
た
方
が
効
率
的
で
あ
る
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
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な
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業
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その他の特別会計

● 水道事業会計

8億3,409 万4千円（1.0％）
＊収益的・資本的支出の合計
　八郷地区の水道用水の供給、
水道事業の計画と工事、水道料
金の徴収などを行っています。

63億2,897万9千円（3.1%）介護保険特別会計

　介護保険は、費用の半分を市と国・県、もう半分を
被保険者が負担する仕組みになっています。市はこの
お金を、被保険者が受けた介護や支援のサービスに応
じ、その事業者へ支払っています。

　国民健康保険税
　22億9,156 万8千円
   　　　　　（24.3%）

収入

国・県の補助（34.0%）
　32億679 万3千円

国・県以外の補助（33.9%）
31億9,665 万5千円

一般会計繰入金（7.0%）
6億5,661 万5千円

その他（0.8%）
7,731 万5千円

総務費（2.0%）
1億 8,618 万6千円

支援金・納付金・拠出金等
28億6,940 万1千円

（30.4%）

保健事業費・その他
１億7,128万5千円

（1.8%）

下水道事業特別会計 23億548万3千円（△ 2.6%）

　下水道事業は、整備区域内に土地を所有する人などの
受益者負担金や実際に使用した人の使用料のほか、一般
会計からの繰入金によって管理運営を行っています。

受益者負担金・使用料
　6億982 万7千円

   　　　　　（26.5%）

その他
2億5,474 万3千円

（11.0%）

一般会計繰入金
13億800 万9千円

（56.7%）

国・県の補助（5.8%）　
　　1億3,290 万 4 千円

ポンプ・管きょ維持管理
5億1,729万6千円

（22.5%）

予備費（0.1%）
250万円

公債費
13億3,085 万円

（57.7%）

下水道整備事業（19.7%）
　4億5,483 万7千円

国民健康保険特別会計 94億2,894万6千円（3.6%）

　国民健康保険は、加入者からの保険税や国・県など
からの補助によって、医療費への補助などを行う制度
です。これにより、加入者の皆さんは安心して病院な
どの医療機関にかかることができます。

公営企業会計

※（　）内は、前年度比です。

保険料（65歳以上）
　12億3,846万7千円
   　　　　　（19.6%）

保険料（40 ～65歳）
　17億5,344万3千円
   　　　　　（27.7%）

国・県の補助（37.2%）
　23億5,773万3千円

一般会計繰入金
9億7,488万8千円
　　　　（15.4%）

その他（0.1%）
444万 8千円

保険給付費
　60億1,172万1千円

（95.0%）

総務費・その他
　2億3,530万6千円

（3.7%）

地域支援事業
　8,195万2千円

（1.3%）

平成　　年度 予算特集

支出

保険給付費
62 億207 万4千円

（65.8%）

収入支出

収入支出

25

８
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